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１．はじめに 







（約 3.1Gb）全配列決定では 13 年の年月と 3000 億
円を費やした。それが現在においては，次世代シー
クエンサーの一つである HiSeq2500（イルミナ社）
を用いると，なんと 1RUN 当たり約 65 万円の解析













































   シコオロギの精巣（Testis）を10個体分 
 試薬：ホモジネーションバッファー（0.1M塩化 
   ナトリウム，0.03Mトリス塩酸pH8.0，0.01M   
   エチレンジアミン四酢酸−2ナトリウム塩， 
   0.5%トライトン-100，0.01M 2-メルカプトエ 
   タノール：HB），エクストラクションバッフ 
   ァー（0.1Mトリス塩酸pH8.0，0.1M塩化ナ 
   トリウム，0.02Mエチレンジアミン四酢酸−2 
   ナトリウム塩：EB），飽和フェノール，イソ 
   アミルアルコール:クロロホルム=1:24（CIA）， 
   10%ドデシル硫酸ナトリウム（SDS），1×TE  
   溶液（10mMトリス塩酸pH8.0，1mMエチ 
   レンジアミン四酢酸−2ナトリウム塩），1× 
   TAE溶液（40mMトリス塩酸pH8.0，20mM  
   酢酸，1mMエチレンジアミン四酢酸−2ナト 
   リウム塩），100%エタノール，70%エタノ  ー
   ル，20mg/㎖プロテイナーゼK，1×リン酸緩 
   衝生理食塩水（PBS），ジエチルエーテル，液 
   体窒素 
 器具：30㎖ホモゲナイザー（滅菌処理），乳鉢 
   （滅菌処理，使用前に冷却），スパーテル（冷）， 
   ピンセット，ハサミ，パラフィン台，虫ピン， 
   22G針（冷），エッペンドルフチューブ（冷）， 
   50㎖チューブ，ガラス棒（滅菌処理），キム 
   ワイプ，アイスボックス，遠心機（機械棟802/  
   kubota 6200），ハイブリオーブン（化学生物 
   棟808/シーソーを設置），NanoDrop（化学生 
   物棟802），蛍光分光光度計Tecan M200（機  



























③ 2 本の 15 ㎖チューブに分注し，遠心分離
（500g・1min・4℃）した。 




⑥  EB を 13.5 ㎖追加し，50 ㎖チューブに移し
替えた。 
⑦  20mg/㎖ プロテイナーゼKを75μℓ，10％SDS
を1.5 ㎖加えた。 
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⑪ 飽和フェノールを 15 ㎖加え，シーソーで穏
やかに30min混合した。 
⑫ 操作⑩を繰り返した。 









⑯ 白い糸状 DNA が現れるので，これをガラス
棒に付着させ取り出した。 
















② 次に，蛍光分光光度計Tecan M200にて 









    実験①から，純度の高いDNAが得られた 
   ことがわかった。また収量（下線で示した値） 
   において，Nanodropの測定結果から得られ 
   た値が高いのはRNAの混入に因ると考えら 
   れる。実験②から，ガラス棒からの精製のみ  
   のDNAで目標とする収量（20μg）が取得で 
   きたので，こちらを鋳型として使用すること 













ス棒 570ng/μℓ 1.98 55.3μg 
遠心
分離 2.9μg/μℓ 1.99 281μg 





























標として使われる）が 520kb から 2.4Mb へと約 4.6
倍も伸び，さらに 20 kb のメイトペア解析の結果を
加えると 10 倍強の 5.5Mb と劇的に伸びたとの報告
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 0.8％ agarose gelで泳動した。用いたDNAサイズマーカーは
marker6 [Lane①と⑤の上から19.33, 7.74, 6.22, 4.26, 3.47, 2.69, 
1.88, 1.49, 0.93(kb)]と λDNA/HindⅢ[Lane②と⑥の上から
23.01, 9.42, 6.56, 4.36, 2.32, 2.02, 0.56(kb)]。 
Lane①：marker6 500ng 
Lane②：λDNA/HindⅢ 500ng 
Lane③：抽出したゲノムDNA 500ng 
Lane④：抽出したゲノムDNA 1.0μg 
 
泳動時間を延長した結果 
Lane⑤：marker6 500ng 
Lane⑥：λDNA/HindⅢ 500ng 
Lane⑦：抽出したゲノムDNA 500ng 
Lane⑧：抽出したゲノムDNA 1.0μg 
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